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1. タイ 

1.1 Laem Chabang港第3期 

 タイでは、「東部経済回廊（EEC）」の目玉事業のレムチャ

バン港の第3期拡張が進んでいる。タイの独立系発電事業者

（IPP）のGulf Energy Development、国営石油PTTと、

中国の港湾建設大手である中国港湾工程の3社で構成するコ

ンソーシアム、GPC International Terminalが事業を落札し、

35年間の事業権を獲得し、2021年11月にタイ港湾局と契約

を締結した。契約では、タイ港湾局が埋め立てを行い、GPC

はF1、F2の2バースの設計、建設、運営、メンテナンスを

行う。ターミナルには自動化設備も導入することになってい

る。当初は 2023 年に F1 バースの建設を開始する予定だっ

たが、埋め立ての遅れにより、建設開始は 2025 年、供用開

始は2027年の見込み（2023年12月時点）である。F2バー

スは 2027 年に建設を開始して 2029 年に供用を開始する予

定だ。 

 当初は 2023年に完工の予定だったが、2023年 11月の報

道によると、タイ港湾局が港湾建設に必要な埋め立てを実施

中で、建設用地がGPC International Terminal に移管され

るのは2025年になるという。まずはガスターミナル（79エ

ーカー：約32ヘクタール）、液体貨物港（79エーカー）倉庫

その他（59 エーカー：約 23.9 ヘクタール）を開発するが、

これらは2027年の完成予定となっている。 

 

1.2 鉄道による後背地輸送の強化 

 また、第3期拡張計画には、コンテナターミナル以外の

インフラ整備も含まれている。現在、後背地～レムチャバン

港の貨物輸送は88％が道路、9.5％が鉄道、2.5％が内航海

運となっている。鉄道による輸送の割合を増やすため、タイ

港湾局は96万平方メートルの敷地に、6本の鉄道待避線を

整備するとともに、港湾内にコンテナの鉄道輸送の荷下ろ

し、荷揚げができる設備を拡張する。これにより、港とのコ

ンテナ輸送の30％を鉄道とすることを目指し、後背地～港

のコンテナ輸送能力を、現在の年間50万TEUから120万

TEUに引き上げる計画だ。 

 第3期では、沿岸輸送による後背地～レムチャバン港と

のコンテナ輸送を増やすため、3,000DWTの船が寄港でき

るよう、内航ターミナルも拡張する計画である。 

 

1.3 グリーン港を目指す 

 レムチャバン港は100％グリーン港となることを目指し、

電気トラックの導入、太陽光発電の利用拡大、その他のクリ

ーンエネルギー、再生可能エネルギーによる電気トラックや

機器の電源供給、グリーン水素の生産と利用を行うと報じら

れている。第3期拡張における、これらの技術の具体的な

計画は未定だが、既存のターミナルオペレーターは、グリー

ン化に乗り出している。 

 香港資本傘下のHutchison Ports Thailand（HPT）は、

レムチャバン港のD1ターミナルに中国の上海西井科技

（Shanghai Westwell Information & Technology 

Company）製の自動電動トラックを導入した。2020年に6

台を試験的に導入し、2022年にはさらに9台を調達した。

2023年12月現在、HPTはタイ最大のコンテナターミナル

オペレーターであり、レムチャバン港で6ターミナルを運

営し、2ターミナルを開発中だ。 

 また、シンガポールの港湾オペレーターPSA子会社の

Eastern Sea Laem Chabang Terminal（ESCO）、APM 

Terminals、Bangkok Modern Terminals Ltdの合弁会社、

LCB Container Terminal 1（LCB1）は、ラバータイヤ式

橋形クレーン（RTGs）をディーゼル式からハイブリッドに

切り替えるため、2023年11月に中国からハイブリッド

RTGsを12基輸入した。導入が完成すると、150万キロの

二酸化炭素排出削減が見込まれる。レムチャバン港で3バ

ースを運営している。 
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Hutchisonが導入した電気トラック 

出典：Hutchison Ports Thailand Press Release  

 

1.4 ランドブリッジ（陸橋）計画では東西に港湾建設 

 一方、タイ政府は、マレー半島を横断する「ランドブリッ

ジ（陸橋）」プロジェクトを提案している。ランドブリッジ

は、南部のタイ湾側Chumphon県とアンダマン海側

Ranong県の東西両岸に港湾を設け、100キロメートルを高

速道路や鉄道で結ぶ構想だ。世界で最も繁忙な航路のひとつ

であるマラッカ海峡を迂回することで、インド洋・太平洋間

の輸送時間の大幅な短縮を目指す。プロジェクトの総工費は

約1兆バーツ（280億米ドル）で、そのうち東西2つの港

湾の建設費用は6300億バーツ（176億米ドル）と試算され

ている。ランドブリッジは、マレー半島の比較的細くなって

いる一帯「クラ地峡」に運河を通す、17世紀から存在した

構想の代替案とされる。西側の港の取扱能力は1940万

TEU、東側の港は1380万TEUとなり、合計でマラッカ港

総貨物の約23％になるという。 

 タイ政府は、米国、中国、サウジアラビアなどの投資家に

同プロジェクトへの投資を呼びかけるセミナー等を実施して

いる。外国投資家は、港湾や関連インフラの建設において、

地元企業との合弁事業で50％以上を所有することが認めら

れる。タイ政府は、ランドブリッジが実現すれば、マラッカ

海峡を通る航路に比べて、輸送時間を平均4日短縮し、輸

送コストを15％削減できるとしている。しかし、プロジェ

クトの実施には困難も予想される。また、ランドブリッジが

完成しても、海運会社は東西の港で積み替えが必要となり、

時間もコストもかかってしまうという指摘もある。 

 

 

ランドブリッジ建設計画場所 

出典：ASEAN UP website  

https://aseanup.com/free-maps-thailand/ 

 

1.5 化学産業港も第3期拡張中 

 石油化学産業が集積するマプタプット地区でも、港の第3

期拡張計画が進行中だ。第3期は2フェーズに分かれ、最

初のフェーズでは、埋め立て、浚渫、LNGターミナルの建

設を実行し、第2フェーズでは液体貨物ターミナルと貯蔵

倉庫を建設する。第1フェーズは、Gulf Energy 

DevelopmentとPTTの子会社による合弁会社、Gulf MTP 

https://aseanup.com/free-maps-thailand/
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LNG Terminalが 30年間の運営権を取得している。2020

年8月、東京ガスエンジニアリングソリューションズ株式

会社が基本設計業務をGulf MTP LNG Terminalから受

注。2022年10月には基本設計の更新とEPCC入札におけ

る応札者評価等の入札コンサルティングを受注した。 

 液体貨物ターミナルと貯蔵倉庫は、タイ工業団地公社

（IEAT: Industrial Estate Authority of Thailand）とThai 

Tank Terminalが共同で実施する。Thai Tank Terminal

は、PTT傘下のPTT Global Chemical PLCとオランダの

Royal Vopak NVの合弁会社。Royal Vopakは、タンクと貯

蔵施設の専門会社。IEATとThai Tank Terminalsは共同

で30年間、施設を運営する。施設の貯蔵能力は72万3000

立米で、向こう30年間の投資金額は200億バーツに及ぶと

試算されている。2022年に契約し、2025年稼働の予定だっ

たが、2023年12月現在、稼働時期は2027年に修正されて

いる。 

 

2. フィリピン 

2.1  コンテナ主要港で第8バース建設 

 フィリピンの国際貿易における主要コンテナ港はマニラ港

である。マニラ港は北港、南港、マニラ国際コンテナターミ

ナル（MICT）の3港から成り、このうちMICTと南港で

国際貨物を取り扱っている。2022年の国際コンテナ取扱量

はそれぞれ284万TEU、112万TEUで、この2ターミナ

ルでフィリピンの国際コンテナ取扱量489万TEUの81％

を占めた。最大のコンテナ港、MICTを運営する民間の

International Container Terminals Services Inc（ICTSI）

は、フィリピン最大の港湾オペレーターで、フィリピン国内

ではMICTを合わせて8カ所の港湾と1カ所の内陸コンテ

ナターミナルを運営している。アジア太平洋諸国ではインド

ネシア、パプアニューギニア、パキスタン、中国、オースト

ラリア、さらに欧州、中東、アフリカ、中南米でも港湾運営

する世界有数の港湾運営会社である。 

 MICTでは2023年12月現在、7バースを供用している

が、2022年第3四半期に第8バースの開発を開始した。総

工費は機材導入も含め150億ペソ（2.9億米ドル）を見込

み、2025年の稼働を予定している。1万8000TEUまでの

ネオパナマックス級のコンテナ船を受け入れ、近年の超大型

化の潮流に対応する。バース全長は400メートルで、コン

テナ保管スペースは12ヘクタールを確保する。第8バース

が完成すると、ターミナル全体の年間貨物取扱能力は20万

TEU増加して350万TEUとなり、バースの全長は合計 

 

 

第8バース完成時のMICT予想図 

出典：ICTSIプレスリリース 

https://www.ictsi.com/press-releases/ictsi-expand-manila-

flagship-new-berth 

2,300メートルとなる。二酸化炭素排出削減のため、三井

E&Sマシナリー社のハイブリッドRTGを導入する。

ICTSIは、ミンダナオ港でも、同様のハイブリッドRTGを

導入する。 

 

2.2 ATI、バタンガス旅客ターミナル拡張 

 一方、マニラ南港を運営するAsian Terminals Inc（ATI）

は、2022 年 4 月、マニラ南港の拡張のため、第 3 バースの

建設を開始し、新たなヤードクレーン5基も納入されたと発

表していた。拡張でコンテナ取扱能力は150万TEUから200

万TEUになる計画だった。しかし、2023年4月の報道によ

ると、第3バース建設は、設計の変更で遅れている。 

 同社は2023年に52億ペソ（1億米ドル）を港湾の改良に

投じると発表しているが、その多くはバタンガス港の旅客タ

ーミナルの近代化に投じる。ルソン島の南端に位置するバタ

ンガス港は、フィリピン屈指の旅客取扱港。特に休暇のシー

ズンには、ルソン島から観光地のミンドロ島、ボラカイ島、

パラワン島やその他のビサヤス地方、ミンダナオ地方への旅

行客が利用する。2022 年の年間利用者数は 417 万人で、全

国の7％を占めた。2022年、バタンガス旅客ターミナルの第

1期拡張が完成し、4,000人の旅客を扱えるようになった。第

2期拡張が完成すると、処理能力は6,000人となる。 

 

2.2 韓国融資のセブ新港、ようやく始動か 

 国際貨物の取り扱いは少ないが、内航貨物ではフィリピン

全体の4割を占めるセブでは、韓国の援助で新港建設が計画

されている。2018年6月、フィリピンと韓国輸出入銀行は、

新国際港建設への1億7,264万米ドル（88億ペソ）の融資を

実行し、フィリピン政府が 2,609 万米ドル（約 14 億ペソ）

https://www.ictsi.com/press-releases/ictsi-expand-manila-flagship-new-berth
https://www.ictsi.com/press-releases/ictsi-expand-manila-flagship-new-berth
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を拠出することで合意していたが、新港までの道路用地の取

得、韓国人のコンサルタントのビザ発給の遅延などで建設開

始が遅れた。2022年になってから、運輸省は詳細設計と土木

の入札を行い、韓国企業が落札。2022年8月に工事を開始す

る計画だったが、コロナ禍の影響もあり、調達が遅延した。 

 その後、2023年3月にフィリピン運輸省は、プロジェクト

の総予算を 13.69％増の 104億 5,000万ペソ（約 1億 9,000

万米ドル）と変更することを、国家経済開発庁（NEDA）に

申請し、受理された。韓国輸出入銀行もこれを了承しており、

フィリピン側は融資の実行を待っているところだ。 

 セブ新国際コンテナ港はセブ島北部コンソラシオン

（Consolacion）町タユド（Tayud）地区の25ヘクタールの

埋立地に建設される。2,000TEUの貨物船2隻が停泊可能な

全長500メートルの桟橋、貨物置場や検査所などのコンテナ

向け施設や設備が整備され、水路も浚渫される。新国際ター

ミナルの建設は、既存のセブ国際港（CIP）で増え続ける貨

物取扱量に対応する長期的解決方法となる。同ターミナル建

設により、CIPへの負担が減り、ビサヤ地方の貨物やサービ

スの物流インフラシステムが強化されることとなる。 

 

2.3 RORO航路で離島へのアクセス改善 

 フィリピンは7,641の島から成り、経済開発が遅れている

離島も多い。生活水準の向上、格差の是正のためには、交通

アクセスを改善して、人や物資の移動を容易にすることが不

可欠だ。離島への交通手段は船が最も適しているが、港を開

発しても投資リターンが見込めず、民間投資の誘致が難しい

場所もある。 

 フィリピンでは、20年前、当時のアロヨ政権が、国内観光

産業の振興、貨物と旅客の迅速な輸送を実現するため、

RORO 船による輸送の拡大を目指す共和国海上輸送連絡路

（Super Republic Nautical Highway : SRNH）を立ち上げ

た。SRNHは陸路と海路、合わせて919キロメートルの海上

ハイウェイを構築するもので、72のRORO港の開発、整備

を目指していた。日本政府も、内航事業者による RORO 船

の調達を支援するため、2 ステップローンの融資をフィリピ

ン開発銀行を通じて提供した。しかし、その後のアキノ政権

は、RORO航路の開発方針を踏襲せず、72港のうち66港の

開発プロジェクトをキャンセルし、内航振興は一時停滞した。 

 先のドゥテルテ政権では、「Build Build Build」のスローガ

ンの下、大規模なインフラ整備計画を推進し、その一環とし

て交易と観光開発に重要な港湾開発など、内航海上輸送を含

む海事産業の振興にも再注力した。現在のマルコス政権も、

「Build Better More」をスローガンに、ドゥテルテ政権の方

針を踏襲している。2023年 7月 12日のPPAのプレスリリ

ースによると、マルコス政権の最初の1年で、30の港湾開発

が完成した。さらに、2023年8月18日の報道によると、運

輸省は、14億ペソ（2,700万米ドル）を投じて14のRORO

港を整備する計画だ。ルソン島の北部や東部、ビサヤス地方

中部、ミンダナオの港を対象に、1港あたり1億ペソ（約190

万米ドル）を投じる。 

 

 

フィリピンの港に停泊するRORO船 

2019年筆者撮影 

 

 

RORO船の車両甲板 

2019年筆者撮影 
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2.4 民営化入札 

 一方、PPAは投資リターンに見合う港湾は民営化を進める

方針であり、マニラ等の主要港は民間オペレーターが運営権

を獲得し、民間投資により開発されている。そのため、PPA

は Port Terminal Management Regulatory Framework

（PTMRF）を導入し、2020年から港湾運営権を入札により

民間企業へ委託している。2023年5月の報道によると、それ

までに19港が民間に運営移管された。 

 また、政府は 2023 年 5 月にPTMRF の規則を変更し、1

港1社ではなく、複数の港湾を「クラスター」としてまとめ、

1 社に運営をゆだねる方式に変更した。同時に、運営の方式

をTier 1～Tier 3に分け、運営方式により、運営権供与期間

を25年、20年、15年とすることとなった。 

 2023年7月の報道によると、フィリピン港湾局は2023年

中に Iloilo 港を含む 11 港の民営化入札を実施する計画とさ

れているが、2023年12月現在、港湾局のウェブサイトに公

開されている入札結果は、2 件のみである。また報道による

と、2クラスターの入札が11月11日に公開された他、Iloilo

港の入札は12月18日に公開とされている。 

 Iloilo 港については、2021 年 9 月に ICTSI が BOT 方式

での開発権を取得していたが、NEDAの承認待ちとなり、そ

の後進展しなかった。そのため、同社は事業許可までに時間

がかかりすぎるとして、開発権を返上した。ICTSIは今回の

Iloilo港入札に応札する方針で、50億ペソ（9,600万米ドル）

をかけて、既存の港をコンテナ港に改造し、バース施設を改

良、新たな設備も導入するとともに、RORO港も整備する計

画だ。 

 

 

PTMRF変更後スキームの官民の業務役割分担 

業務内容 Tier 1 Tier 2 Tier 3 

海底インフラ（浚渫等） 民間 港湾局 港湾局 

陸上インフラ（波止場、埠頭、埋め立て

等） 

民間 民間 港湾局 

地上インフラ（クレーン、旅客ターミナ

ルビル、舗装、フェンス等） 

民間 民間 民間 

貨物処理機器（フォークリスト、トラッ

ク等） 

民間 民間 民間 

運営権年数 25年 20年 15年 

出典：港湾局命令2023年003号、2023年5月19日公布 

 

 

終わりに 

 東南アジア諸国は、シンガポールの積替貨物ビジネスのパ

イを少しでも自国に取り込もうと、港湾開発、特に積替港の

開発を打ち出している。しかし、シンガポールのような自動

化、デジタル化を推進するまでには至っていない。政権が変

われば方針が変わるかもしれない、という危うさもある。マ

レーシアでは、2022年11月の総選挙を経てアンワル政権が

発足したが、大連立は｢寄り合い所帯｣であり、安定性は危ぶ

まれる。Carey港もMelaka Gatewayも、先進国の大手海運

会社等からの投資を確保しているわけではない。実際に開発

が進むかは不透明だ。 

 インドネシアのPatimban港でも、日本が支援している自

動車ターミナル以外は、政府が投資家を探している状況だ。

New Priok港の開発も再開され、競争も予想される。 

 共産国のベトナムでは、政局の不安定化はないと思われる

が、VIMCも長年の赤字からようやく脱したところで、財務

が健全化されたとは言い難い。外資企業の出資が決まってい

るプロジェクトは実現性が高いかもしれないが、まだ決まっ

ていないVan PhongやTran Deは、ハイフォンやホーチミ

ンのように後背地に産業集積や消費地があるわけではない。

2022年12月、首相がロッテルダムを訪問し、積替港として

ロッテルダム港が発展した歴史を学んだあと、「ベトナムが積

替港になれるか、ロッテルダムはそれを支援するか」と聞い

た際、ロッテルダム港の担当者は「ベトナムにはポテンシャ

ルがあるが、積替港は競争も多く、リスクが高い」と回答し

たと報じられている。ロッテルダム港は「ベトナムの積替港

開発に協力する」とは回答したようだが、産業インフラも脆

弱な場所に積替港を開発するには時間もかかる。シンガポー

ルの港湾がここまで発展してきたのも、1960年代からの半世

紀以上に渡る投資とぶれない政策があってのことだ。 

 タイが打ち出した巨大なランドブリッジ構想は、マラッカ

海峡を航行する船で輸送される貨物の一部を取り込もうとす

るものだ。実現すれば、マレーシアやシンガポールの港への

影響があるかもしれないが、現時点では実現するかどうか、

見通しは立っていない。ASEAN各国が打ち出した壮大な港

湾開発構想が実現するかどうかを見極めるには、まだ数年か

かるかもしれない。 

 フィリピンは、離島を結ぶRORO港の整備は政府（PPA）

が、民営化が可能な港は民間に、とすみ分けを進めており、

他国のような巨大プロジェクトは打ち出していない。民営化

のプロセスが遅いという側面もあるようだが、20年越しの離

島アクセス改善の進捗が期待される。 
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